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業務改善委員会
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委員会からのお知らせ

2

『真剣に考えるべきことを学んだら、
残りは笑い飛ばせばいい。』

ヘルマン・ヘッセ（スイス｜小説家・詩人）

各事業所の改善の取
り組みをぜひ取材さ
せてください。新聞
に掲載し、共有した
いと思います☺

２月の
サンキューカード

松川 … 25枚
吉井田 … 20枚
フクチャンち… 14枚

いつもありがとうございます！

令和8年2月24日、施設内研修会でお話しさせていただきました！
業務改善は、大きな改革・会議・権限が必要なものではありません。☑ 今日から☑ 一人で☑ どの部署でも できることが

業務改善です。研修委員会の皆様、呼んでいただいてありがとうございました！

出張報告

各事業所の毎月の勉強会に、ぜひ呼んでください！

業務改善委員会では各事業所の勉強会の出前講座、喜んでうかがいます。
施設内研修会では年に２回、研修を担当させていただいていますが、ぜひ、改善の
楽しさややりがいをもっと伝えたいと考えています。新年度を前に、勉強会の年間計画にぜひ
業務改善について学ぶ回を盛り込んでいただければ幸いです。もちろん、いつでも業務改善の
ご相談にのらせていただきますので、お気軽に居宅本田までお声かけください！

『ふくしま介護の職場認証評価制度』は、働きやすい職場
づくりや人材育成に取り組んでいる介護事業者を、福島県
が基準に基づいて評価し、認証・公表する制度です。
認証を受けることで、求職者が「安心して働ける事業者」を
選ぶ目安となり、人材の確保や、長く働き続けてもらうこと
につながります。
当法人で進めている業務省力化の取組も、この評価項目
の一つです。これからもこの法人で働く職員同士、協力しな
がら、より働きやすい職場を目指していきたいですね(^^♪

挨拶は一番身近な業務改善。
声をかけやすくなり、相談や確
認が早くなります。
忙しい時こそ、笑顔で、さわや
かに、ひと言の挨拶を。

小さな不便に気づくことが改善
の始まり。まずは自分の担当
範囲で工夫してみましょう。小
さな変化が、働きやすさにつな
がります。

あなたが直面しているのは「誰
の課題」でしょうか。自分の行
動と、決定や判断の課題を分
けることで、考えすぎず一歩動
けるようになります。

改善は完成形でなくて大丈夫。
自分で試したことを「共有」する
だけでOKです。良し悪しの判
断は次の人に任せて、気づきを
つなげましょう。


